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野
　
沢
　
勝
　
美

　
第
二
期
ア
ロ
ヨ
政
権
の
課
題

　
六
月
三
〇
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
の
就
任
式
が
挙

行
さ
れ
、
第
二
期
ア
ロ
ヨ
政
権
が
発
足
し
た
。
大
統
領

選
は
当
初
世
論
調
査
で
支
持
率
の
高
か
っ
た
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
ポ
ー
・
ジ
ュ
ニ
ア
候
補
を
振
り
切
り
、
グ
ロ
リ

ア
・
マ
カ
パ
ガ
ル
・
ア
ロ
ヨ
が
一
一
二
万
票
の
小
差
の

勝
利
を
し
た
。
ア
ロ
ヨ
は
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
に
引
き

続
き
、
さ
ら
に
六
年
間
政
権
の
座
に
就
く
こ
と
に
な

る
。
以
下
、
今
回
選
挙
の
意
味
、
ア
ロ
ヨ
政
権
の
課
題

を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
政
権
安
定
に
向
け
基
盤
構
築

　
ア
ロ
ヨ
政
権
は
二
〇
〇
一
年
一
月
二
〇
日
、
ピ
ー
プ

ル
パ
ワ
ー
２
に
よ
る
エ
ス
ト
ラ
ダ
政
権
崩
壊
を
受
け
て

樹
立
し
た
政
権
で
あ
っ
た
。
ア
ロ
ヨ
大
統
領
の
正
統
性

に
批
判
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月

の
ア
ロ
ヨ
の
大
統
領
選
挙
不
出
馬
宣
言
、
二
〇
〇
三
年

七
月
の
国
軍
将
兵
反
乱
事
件
を
受
け
、
同
一
〇
月
の
出

馬
宣
言
と
大
統
領
自
身
が
政
局
の
中
心
に
あ
っ
た
。
一

方
、
野
党
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
主
の
闘
い
」
（
Ｌ
Ｄ
Ｐ
）

は
ア
ロ
ヨ
の
出
馬
は
確
実
と
み
て
映
画
俳
優
の
ポ
ー
を

立
て
た
。
し
か
し
Ｌ
Ｄ
Ｐ
の
内
紛
で
国
家
警
察
長
官
出

身
の
ラ
ク
ソ
ン
上
院
議
員
も
立
候
補
し
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｐ
は

総
裁
の
元
上
院
議
長
の
ア
ン
ガ
ラ
派
と
下
院
議
員
で
幹

事
長
の
ア
ガ
ピ
ト
・
ア
キ
ノ
派
に
分
裂
し
た
。

　
選
挙
戦
最
中
に
ポ
ー
候
補
の
適
合
能
力
不
足
が
露
呈

し
た
。
俳
優
出
身
の
エ
ス
ト
ラ
ダ
前
大
統
領
に
よ
る
縁

故
主
義
が
あ
ら
た
め
て
想
起
さ
れ
、
政
局
不
安
定
の
回

避
が
現
実
的
選
択
肢
と
な
っ
た
。
カ
リ
ス
マ
性
が
不
適

合
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
し
た
の
は
誤
算
で
あ
っ
た
。
経

済
界
の
ア
ロ
ヨ
支
持
は
確
認
さ
れ
た
。
加
え
て
従
前
は

本
命
と
さ
れ
た
ロ
コ
上
院
議
員
が
病
気
治
療
に
渡
米
し

た
好
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
野
党
連
合
は
統
一
候
補
化

に
失
敗
し
勝
敗
の
帰
趨
を
決
め
た
。
前
回
は
エ
ス
ト
ラ

ダ
支
持
を
し
た
新
興
宗
教
の
エ
ル
シ
ャ
ダ
イ
や
イ
グ
レ

シ
ア
・
ニ
・
ク
リ
ス
ト
は
ア
ロ
ヨ
支
持
に
回
っ
た
。

　
ま
た
、
副
大
統
領
に
与
党
連
合
の
ラ
カ
ス
Ｍ
Ｃ
Ｄ
の

デ
カ
ス
ト
ロ
が
当
選
し
、
ア
キ
ノ
、
ラ
モ
ス
、
エ
ス
ト

ラ
ダ
の
各
政
権
期
に
あ
っ
た
野
党
の
副
大
統
領
は
な
く

な
っ
た
。
同
時
に
実
施
さ
れ
た
上
院
半
数
の
改
選
で
は

与
党
連
合
は
八
議
席
を
確
保
し
二
一
人
中
一
三
人
と
過

半
数
を
超
え
た
。
下
院
選
挙
で
は
定
数
二
一
一
議
席
中

一
一
〇
議
席
と
、
こ
ち
ら
も
過
半
数
を
制
し
た
。
政
党

の
二
局
化
を
企
図
し
た
ア
ン
ガ
ラ
の
読
み
は
は
ず
れ

た
。
選
挙
結
果
は
与
党
連
合
の
独
り
勝
に
終
わ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

　
ア
ロ
ヨ
政
権
の
経
済
面
で
の
実
績
を
み
る
と
、
二
〇

〇
四
年
一
│
三
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
同
期
比

六
・
四
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
前
の

水
準
に
戻
っ
た
（
図
参
照
）
。
し
か
し
ア
ロ
ヨ
政
権
下

で
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ
を
利
用
し
た
公
益
事
業
の
管
理
に
不
手

際
が
目
立
っ
た
。
新
国
際
空
港
建
設
は
、
国
際
空
港
株

式
会
社
（
Ｐ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）
の
資
金
使
途
の
不
明
朗
が

発
覚
し
契
約
無
効
と
な
っ
た
。
新
空
港
は
完
成
し
た
が

あ
と
二
年
は
開
港
で
き
な
い
。
首
都
圏
の
上
下
水
道
事

業
受
託
し
た
マ
イ
ニ
ラ
ッ
ド
水
道
会
社
は
経
営
が
悪
化

し
、
政
府
が
債
務
返
済
を
猶
予
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

た
。
ま
た
マ
ニ
ラ
電
力
会
社
の
料
金
過
剰
徴
収
分
が
返

済
不
能
に
な
っ
た
が
、
政
府
は
電
気
料
金
値
上
げ
を
認

め
こ
れ
を
需
要
家
に
転
嫁
し
た
。
政
権
基
盤
の
強
化
が

急
が
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
財
政
再
建
が
最
優
先
課
題

　
第
二
期
ア
ロ
ヨ
政
権
の
優
先
課
題
は
、
財
政
再
建
で

あ
る
。
中
央
政
府
財
政
赤
字
は
、
二
〇
〇
二
年
に
は
二

一
三
九
億
ペ
ソ
（
当
初
計
画
は
上
限
一
三
〇
〇
億
ペ

ソ
）、二
〇
〇
三
年
は
一
九
九
九
億
ペ
ソ
（
同
二
〇
二
〇

億
ペ
ソ
）
と
な
っ
た
。
中
央
政
府
収
支
に
政
府
企
業
収

支
、
政
府
金
融
機
関
、
地
方
政
府
な
ど
の
収
支
を
加
え

た
総
合
公
共
部
門
収
支
赤
字
は
二
〇
〇
二
年
に
二
一
八

七
億
ペ
ソ
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
・
四
％
）
、
二
〇
〇
三
年
は

二
四
四
六
億
ペ
ソ
（
同
五
・
六
％
）
と
増
大
の
一
途
を

た
ど
り
財
政
危
機
状
態
に
あ
る
（
図
参
照
）
。
政
府
は

Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
の
合
意
で
二
〇
〇
九
年
ま
で
に
財
政
均
衡
を

約
束
し
た
が
、
以
下
の
改
革
案
が
論
義
さ
れ
て
い
る
。

　
中
央
政
府
財
政
を
み
る
と
、
歳
入
面
で
は
ま
ず
徴
税

率
の
向
上
で
あ
る
。
加
え
て
新
税
源
の
導
入
で
あ
る
。

携
帯
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
通
話
税
、
タ
バ
コ
・
酒
税
の
物

価
ス
ラ
イ
ド
制
導
入
、
石
油
製
品
消
費
税
の
引
上
げ
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
世
界
銀
行
は
年
〇
・
五
％
引
上
げ
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で
数
年
の
う
ち
に
強
固
な
歳
入
基
盤
構
築
が
可
能
と
し

て
い
る
。
歳
出
面
の
改
革
で
は
、
財
政
硬
直
化
の
是
正

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
公
務
員
給
与
、
地
方
交
付

金
、
債
務
返
済
利
息
の
三
項
目
で
歳
出
の
六
八
・
七
％

に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
経
済
社
会
関
連
事
業
の
実

施
が
で
き
な
い
。
公
務
員
人
数
の
五
│
一
〇
％
削
減
は

必
須
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
歳
入
増
加
、
歳
出
削
減
に
は
当
然
批
判
が

　
　
憲
法
改
正
問
題
は
新
た
な
難
題

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
界
に
根
深
く
進
行
す
る
問
題
は
、
憲

法
改
正
論
議
で
あ
る
。
ラ
モ
ス
政
権
末
期
に
大
統
領
任

期
延
長
論
議
が
政
権
側
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
世
論
の
猛

反
対
で
取
下
げ
と
な
っ
た
。
再
浮
上
し
た
の
は
議
院
内

閣
制
へ
の
移
行
、
一
院
制
へ
の
移
行
、
連
邦
制
の
導
入

な
ど
で
あ
る
。
今
回
大
統
領
選
挙
戦
の
最
中
に
ア
ロ
ヨ

側
は
改
憲
に
言
及
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
比
商
工
会

議
所
、
マ
カ
チ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ク
ラ
ブ
、
比
産
業
連
盟

な
ど
経
済
界
は
「
変
動
す
る
経
済
環
境
へ
の
迅
速
な
対

応
は
議
院
内
閣
制
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、
高
い
経
済

成
長
を
達
成
す
る
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
は
同
様
の
シ
ス
テ

ム
を
と
っ
て
い
る
」
と
し
て
議
院
内
閣
制
に
前
向
き
で

あ
る
。

伴
う
。
石
油
製
品
課
税
は
バ
ス
、
ジ
プ
ニ
ー
の
料
金
値

上
げ
を
も
た
ら
す
と
議
会
は
反
対
し
て
き
た
。
公
務
員

削
減
は
こ
れ
ま
で
も
省
庁
の
抵
抗
に
直
面
し
て
き
た
。

　
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
政
府
企
業
改
革
で
あ
る
。
監

視
政
府
企
業
一
四
社
の
収
支
総
計
は
二
〇
〇
二
年
に
四

六
三
・
六
億
ペ
ソ
の
赤
字
、
二
〇
〇
三
年
に
は
六
五

三
・
二
億
ペ
ソ
の
赤
字
に
拡
大
し
た
。
な
か
で
も
国
営

電
力
会
社
（
Ｎ
Ｐ
Ｃ
）
は
二
〇
〇
二
年
に
七
五
〇
億
ペ

ソ
、
二
〇
〇
三
年
に
一
〇
〇
〇
億
ペ
ソ
の
純
損
失
を
計

上
し
て
お
り
、
そ
の
民
営
化
が
急
が
れ
て
い
る
。
政
府

は
Ｎ
Ｐ
Ｃ
の
一
兆
三
〇
〇
〇
億
ペ
ソ
に
達
す
る
債
務
の

一
部
で
あ
る
五
〇
〇
〇
億
ペ
ソ
（
当
初
は
二
〇
〇
〇
億

ペ
ソ
）
の
肩
代
わ
り
を
決
め
た
。
し
か
し
Ｎ
Ｐ
Ｃ
か
ら

分
割
し
た
国
営
送
電
会
社
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
許
可
を

規
定
し
た
法
案
は
下
院
が
否
決
し
た
。
前
途
多
難
と
い

え
よ
う
。

　
ア
ロ
ヨ
自
身
は
、
就
任
式
の
翌
日
に
憲
法
制
定
委
員

会
を
設
置
す
る
意
向
を
示
し
た
も
の
の
、
修
正
憲
法
の

施
行
は
二
〇
一
〇
年
に
す
る
と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。

現
行
一
九
八
七
年
憲
法
は
ア
キ
ノ
政
権
期
に
制
定
さ
れ

た
。
ア
キ
ノ
＝
ラ
モ
ス
の
後
継
で
あ
る
ア
ロ
ヨ
が
改
憲

を
主
導
す
る
こ
と
に
な
る
。
議
院
内
閣
制
に
は
新
聞
論

調
で
も
反
対
が
多
い
。
一
九
三
五
年
憲
法
以
来
、
大
統

領
制
は
国
民
と
政
権
と
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
で

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
政
局
優
先
の
改
憲
論

議
が
ど
こ
ま
で
国
民
の
支
持
を
得
ら
れ
る
の
か
。
一
院

制
に
は
上
院
が
反
対
し
よ
う
。
ま
た
連
邦
制
の
導
入
は

国
家
の
統
合
力
を
さ
ら
に
弱
め
る
と
し
知
識
層
か
ら
も

反
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
問
題
を

複
雑
に
し
、
外
国
勢
力
の
干
渉
を
招
く
危
険
も
あ
る
。

　 

　
指
導
力
強
化
で
信
頼
確
保

　
以
上
の
よ
う
に
野
党
の
分
裂
で
勝
っ
た
選
挙
で
あ
っ

た
が
、
政
権
の
求
心
力
強
化
に
は
国
民
の
要
望
へ
の
対

応
が
不
可
欠
で
あ
る
。
貧
困
層
救
済
、
治
安
の
確
保
に

は
財
政
支
出
が
伴
う
。
こ
の
た
め
財
源
確
保
に
む
け
た

指
導
力
発
揮
が
国
民
の
信
頼
獲
得
の
前
提
条
件
で
あ

る
。

　
国
内
で
の
信
頼
確
保
の
み
な
ら
ず
、
海
外
向
け
の
信

頼
醸
成
も
不
可
欠
で
あ
る
。
今
回
の
大
統
領
選
挙
は
情

報
化
時
代
に
あ
っ
て
世
界
中
に
報
道
さ
れ
た
。
し
か
し

五
月
一
〇
日
の
投
票
か
ら
六
月
二
四
日
の
上
下
両
院
合

同
本
会
議
に
よ
る
当
選
宣
告
ま
で
四
六
日
間
を
要
し
た

点
は
不
信
感
を
招
い
た
。
公
明
か
つ
抜
本
的
な
集
計
シ

ス
テ
ム
導
入
が
急
が
れ
て
い
る
。

（
の
ざ
わ
か
つ
み
・
国
際
関
係
学
部
教
授
）

(図) フィリピンのGDP成長率と総合公共部門収支赤字
億ペソ ％
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